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正常家兎腦波々形に關する研究
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t　rth。。。th。。。f・th・rcl）・・t・h・・　・1assifi・d加綱b・ai・　wav…f　・abbits　i・t・f°・「types　：

　　th。。，9ular　typ・，　th・i・reg・1…typ・，・th・i・t・・m・di・t・typ・・a・d　th・v・・iabl・type，　as　・　mehti°n

　　i。’、the　rel）o。t・1．血。・der　t・p・甘…f・・’・her　if・uch・1al　sifi・・ti・n　i・al、・・y・p・ssib1・i・　all

　　，。弧。醐it・f…h・f・th・・ab・v・m…ti・ned　typ・s・was　select・cl　and・b・・”vati°ns　was　c°〕1－

　　tinned　fol：乱bOut　a　YL・al’，　with　the　following　rosults：　　　　　　　　．

　　　（1）1’h。　reg。1・・ity・qf　n・rm・1　h・i・wav…f・rabbit・・v・・i・d・・n・iderably’d・1・e・・di・g・n　th・

　　d。y・。n・whi・h　it　w・・d・pi・t・d，…fi・m鴻th・r・sntlt　menti・necl　in　the　rel）ort　1・

　　　（2）．S・m・rabbits　sucld・nly・h・w・d　ancl　，c・nti…d・q・it・tl｝・rev・rse　type　・f　b’ain　waves・

　　which　is　the　sure　proof　that　tho　individugel　variation　of　brain　waves　can　not　be　constant．

　　　　（3）Th。　reg・1・・ity・f・b・ain　wav・s・f・・abbit・・d・n・t・recei・・anY・1i㎜ti・effects・u・h　as

　　atmospheric　temperature，　hztmidity　and　so　forth・　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　緒　　　言

　私は第1報に於て，正常家兎脳波々形の個体差を，

糊こその規則性UC関して観察した所，家醐蹴々形の

個体差は確かに存在するが，之は総ての家兎に固定し

た，定められたものではなく，相当数の家兎では脳波

の規則性には譜い連動のある亭を知り，家兎脳波わ

形を規則型，不規則型，申聞型及び変動型の4種に分類

したが，之等の所見が果して恒常性のあるものである

か否かを更に究明する必要を感じて，上記各型の家兎

夫々1頭づsに就て，約1碑間に亘る長］鍋の観察

を試みた。　　’　　　　　　　　　　　　　　「　・「

　　　　　　　　実　験　方　法

　本実験の装置，誘導方法等は何れも前報に記載した

通りであるが，本爽験に使用した家兎は第1報に用い

’た家兎の中，規則型としてはJS　o・　7，不規則型としては

No，1，中間型としてNo・2，及び変動型としてNo．9

を夫遮んだ。之等の家愈こ就いては前報胴様な方

法で同味兎J’ ｯ一局所から1回の描写時間も前報と

同様約15秒として5分間々隔で5回描写したものを

1組として，第1報の爽験終了後より1ケ月に約2回

略々1ケ年間に亘つて描写観察を行つた。その描写方

法，測定方法等も叉前報と同様である。

　　　　　　　実．験成　績

　以上の方法に依つて長期間の観察を行つた成績をあ

げると次の如くであつた。即ち前報に於いて規則型に

属した家兎No．7に就ては図表①及び第1図に示
した如く，8月28日頃迄は脳波々形は常ぐこ規則波の出

現率が極めて大であつて，描写時には何時も80％前後

の規則性を認めて居た。然るに9月5日頃から波形は

突然不規則波に一変し，規則波の出現率『こは激しい低

←ドを来たして16．6％となり，更に14日セこは13ユ％に

迄下つて，その後は11月下旬に死亡する迄斯かる状態

を続けた。又不規則型より選んだNoユ家兎に就いて

見ると，図表（V“）及び第2図に掲げた如くで，規則波

の出現率はその脳波描写日によつて種々なる値を示し

その変動範囲は最大値の860％から’最小値の43・3％

に至る間にあつた。次に中問型から選んだ家兎Nt｝、2に

就いてラミうと，図表．3）及び第3図に示した如くであ

つて，各描写時の規則波々形の出現率は大休50～60％

前後であつたが，これも描写日に依つては可成りの変i

動があつて，30・6％と云う様な僅少な場合もあれば・

叉73．4％と比較的出現率の高い場合も見られt6。最後

に前報に於いて変動型に属したものX申から選んだ家

兎No．9に就いて見ると図表（4）及び第4図にある如
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図表（め長期観察に於ける家兎脳波々形の変動（No．7）
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図表（2）長期観察に於ける家兎脳波々形の変動（No．1）
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図表（3）長期観察に於ける家兎脳波々形の変動（No・2）
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図表（4）長期観察に於ける家兎脳波々形の変動（耳O．9）
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　　第1図　家兎No．　7（規則型）脳波々形の長期間に於ける変動
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第2図　象兎囚α＆《本親則型）脳波鍮形の録期闇に於ける変動
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第3図　家兎No．2（申間型）脳波々形の長期間に於ける変動

　ノti

一

ゾ

26．4，23．

　／’t

第4図

⊥

家兎No．9（変動型）脳波々形の長期間に於ける変動
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くで，その脳波々形の規則性は多くは50％前後を示し

ていたが，規則波々形出現率の変動範囲を見ると，最

大値の83．5％から最小値の34．6％に及ぶ広範囲に亘つ

て居り，その変動範囲の申蔑は極めて大であつた。

　次に之等の家兎に就いて，上記の検索の他に，家兎

脳波に於ける季節的な変動即ち気温，湿度その他の

変動が家兎脳波に及ぼす影響の有無に就いても観察し

て見たが，各図表に記載してある通り，何れの季節に

描写しても家兎脳波々形には規則性に関する限りに於

いては或時期に特に特有な変動が見られる事はなく，

従つて家兎脳波々形はその規則性の点では季節的な影

響による変動は認められなかつた。

　　　　　　　　考　　　按

　正常家兎脳波々形に関しては今日迄，既に多数の研

究，報告が行われて居るが，之等の報告を見ると，何

れも或時期に於ける脳波々形を見て居るに過ぎず，或

家兎の脳波々形を長期間に亘つて連続して観察した報

告は之を見て居ない6然るに私は既に第1報に於いて

i報告した如く，正常家兎の脳波々形の個体差をその魏

則ll生に就いて検索した処ハ〕戎る一部の家兎には確かに

個体差があつて，固定した規則性が認められたが，之

を網ての家兎に当嵌める皐は出来ず，相当数の家兎に

於いては描写日により脳波々形の規則性に著しい変動

があり，その所見の幅は極めて広V・ものである事を知

つた。斯くの如き成績が果して恒久性のあるものであ

るか否か，或いは之等所見が一時的のものであつて，

長期聞の申には様々の変動を来たすものではないか，

或いは叉季節的な条件，例えば気温湿度等の相違が

この家兎脳波々形に何等かの影響を与える事はないで

あろうか，等々の疑問を解決する為に本実験を企図し

たのであつたが，その成績から見ると前報に於いて規

則型と見倣された家兎No．7に於いてはこの家兎が比

較的畏期聞に豆つて規則型を持続して居たにも拘わら

ず，爽然波形は全く不規則に変り，その後は不規則な

波形のみを出す様になつて，この状態は死亡する迄継

続された。之と全く同様な観察を鈴木も行つて居り，

既の様iに家兎の脳波々形の規則性が同一家兎の同一局

　　　　　　　　　N所に於いて突然全く逆転する事実があると云う覇1は家

兎脳波の波形の個体差が絶対的なものではなく，時に

よつては変化し得るものである事を示して居り，i家兎

脳波々形を論ずるに当つて，吾人の常に注惹すべき皐

爽であると思考せられた。叉前報に於いて，不規則型

に分類されたNOユ家兎に於いては長期1，1，llの観察によ

つて規則波の出現率が極めて変化に富み，規則性は各

描写日に依つて種々の値を示し，斯くの如き点から考

えると，本例などはむしろ変動型に閥すべきものであ

り，又申間型として分類された家兎No．2に於いては

規則波々形の出現率は大部分が50～60％であつで，
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長期間の観察によつても中間型に入れ得る所見ではあ

つたが，この例llも描写日に依つては規則性の動揺が

見られ，その変動範囲が734％から30．6％の間にあつ

て，描写日の如何に依つては可成りの変動が認められ

た。最後に前報では最も多勢に見られた変動型の家兎

から選んだNo・9に就いて見ると，波形は50％前後の

規則波が見られた場合も可成りあつたが，その変動範

囲を見ると，83．5％から34・6％に亘る極めて広範囲の

間にあつて，その動揺の程度は他の家兎に比較して最

も大きく，叉個々の波形の規則性の状態から観察して

もやはり変動型と見て差支えない所見を示していた。

以上の如く，本実験に依つて得られた之等の諸事実か

ら按ずれば次の様な興味ある事が明らかにされたと云

い得るであろう。即ち，（1），正常家兎脳波々形の規

則性は描写日の如何に依つては極めて激しい変化を呈

するものであり，従つて家兎脳波々形の規則性は固定

され，定められたものではなく，その所見には非常な

幅があると云う第1報に記載した成績が更に一層確証

せられた事o　（2），No・71秀ξ兎Vこ見られた女ロく，　bヒ岐白勺

長期間に亘り規貝卿な波形を持続して出して居た家兎

でも突然全く不規則な波形を出す様になつた事実（鈴

木も全く同様な観察を行つて居るが）から考えて，家

兎脳波々形の個体差と云うものは絶対的なものではな

く，時によつては変化し得るものである事。（3），！家兎

脳波々形の規則性は季節の変動に依つては影響される

事なく，四季の気温，湿度等の変化の影響を殆んど蒙

らない事等の諸窮実が判明した。

　　　　　　　　　結　　　語

　第1報によつて正常家兎脳波々形には個体差が存在

する察を確認し，而もこの個体差が線ての家兎に固定

した，定められたものではなく，著しく変動するもの

である事を知り，家兎脳波々形を規則型，不規則型，

申間型，及び変動型に分類したが，之等の所見が恒常

性のあるものであるか否h・を検索する為に，上記各型

から1頭つつの家兎を選んで約1ケ年間に亘り長期間

の観察を行つた。而る所，次の様な興味iのある諦事実

を検出し得た。即ち，（1），正常家兎脳波々形の規則性

は描写日によつて激しい変化を呈するものであり，従

つて第1報に観察記載した成績を一層確認する察が出

来た。（2），No・7家兎に見られた如く，或家兎には突

然全く逆の波形を持続して出す事もあるから，家兎脳

波々形の個休差と云うものも絶対的なものとは云い得

ない。（3），家兎脳波々形の規則性は季節の変動，例え

ば気温，湿度等の動｝簡こよつて殆んど膨響を受ける事

はないe等kの諸鋸実を知つたo
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